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理

研
目

酒

に

農
　
學
　
博

｝
、

緒

　
　
　
　
　
　
言

、

二
、

研

究

の

經

過

三
、

理

研
清
酒
の

原
料
及

製
法

　
　

　
鴫

、

緒

士

就
次

て加 鈴

木
藤

四
、

理

研

清

酒

の

特

徴

五
、

酒

　
の

　
營
　
養

　
價

亠
ハ
、

理

研

清

酒

の

成

纉

梅

正

太

郎二

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

言

酒
は

實
に

不
思

議
な
も

の

で
あ

・
、

人
類
の

生
存

す
る

處
必
す

酒
が

あ
る
。

猿

妄
酒
を

呑
む
、

脅
の

夜

姦
の

野
猿

馨
來
て

木
の

實
を
か

み

碎
き

、

木
の

凹
所
に

彙
め

置
き
次
の

滿
月
の

夜

再
び

彙
つ

て

之
を
呑
む
ご

い

ふ
。

南
阿
土

人
の

酒
造
法
に

似
て

立
派
な
酒
で

あ
る
。

我
國
で

も

酒
の

蜃
は

亨
、

素

盞
鳴
奪
が

入
醴

酒
を
醸
し
大
蛇
を

退
治
し

華
・

始
ま
つ

・

居
る
。

暴
徳
川

驀
粟
の

婆
擴
張

・

米
價

．

麗
、

財

政

書
を
目

的
ε

し

て

書
を

蠶
し

蓊
、

元

祿
＋

葦
・

酒
造
元

米

卆
萬

九
千
＝一

百

罕
石
・

鏨
店
二

萬
七
千
二

百
二

士
ハ

軒

正

徳
年
間
に

は

大

阪
だ
け
で

も

造
酒

株
を

有
す
る

も
の
亠

ハ

百
三

主
ハ

軒
に

及
ん

慧
い

ふ
・

洒
の

流

行

含
の

如
ー
な
る

の

も

舞
で

は

な
い
・

大
正

＋
こ

年
經

蔑
入

＋
三

鐺
の

内
租

税
額
が

八

億

圓
で

あ

ら

酒

霧
が

二

億

夫
百

萬
圓

蒲
税
は

二

億
二

千
四
百
萬

圓
）

を
占
め

國
庫
の

最

も
大
刧
な

財
源
を
爲
し
て

居
る
。

　
明

治

初
年
以
降
十
年

毎
の

經

常
歳
入
ご

租

税
及

び

酒
造
税
額
の

關
係
を
調
べ

て

見
る

ご

左
の

逋
り
で

あ
る
。

理

研

同 同 同 明

酒 三 ニ ー
1二

治 年

就
一 一 一

四
て

度

　
歳

　
　
入

二

四
四
こ

三

五

三

五
五

八

七
三

九
四

三

｝
「
ニ

ニ

八
亠

ハ

九

租
税

總

額

二
一
八

四

四

五
一
四

入

五

七

〇
二

五

六

九
七

六

二

九

酒
造

視
額

　

　
一
六

π
一
〇

〇

「
六

弋
一
一

三
二

九
五

七

（

單
位
干
圓

大
正

十
四

年

度

は

豫

算〉一
一
七
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理

研
瀉
に

就
て

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
二

八

｛
則
　

　

　

　
　

同

　

　

　

　

四

　
一
　
　

五

〇

九
八

六

二

　

　

　

三

ニ

ニ

六

三

九

　
　

　
　

入

三

五

九

〇

脳

　

大

正

＋

四

年

三
九

九
三

三

　

七

九
五
三
＝一
六

　
一

染
三

耄

　
　
　

然
し
て

こ

の

濟
造
の

爲
に
一

箇
年
に

淌
費
す
る

米
が

約
四

百
五

十
萬

石
を
算

す
る

に

至
っ

陀
。

　
　
　

飜
つ

て

我
國
の

貿
易

状
態
を
見
る

ビ

毎
年
入

超
を
續
け
で

居
る
。

多
い

時
は

五
、

六
倆
圓
少

く

な
く
ε

も
二

、

三

億

圓
に

逹
す
る
。

其
内
で

も

食

　
　
糧

品
の

鍮
入

が
最
近
著
し
く

増
加
し
セ

事
は

見
逃
す
べ

か

ら
ざ

る

事
で

あ
る
。

小

麥
。

小
麥
粉

、

大
豆

、

砂
糖

、

乳
肉

、

鷄
卵

等
を
合
す
ご

二

億

圓

　
　
除
に

達
す
る
。

此
の

他
に

米
の

蝓
入

が

近
年
に

な
つ

て

激
墳
し
て

居
る

即
ち
朝

鮮
、

臺
灣
よ

う
の

移
入

米

が

四
五

百
萬
石
あ

る

上
に

徇

外
米
を
二

、

　
　
三

百
萬

石
も
踰
入

す
る

の

で

あ
る

か

ら

極
め

て

心
細
い

次
第
で

あ
る
。

　
　
　
か

く
の

如
き
食

糧
品
の

不

足
は

結
局
人
ロ

増
加
の

結

果
で

あ
る

。

我

國
一

年
の

入

口

壇

加
率
は

百
萬
人
こ

な
つ

て

居
る
。

明
治
十
｝

年
の

内
地

人

　
　
ロ

は
三

千
亠

ハ

百
萬
人
で

あ
つ

た
が

、

五

十
年
後
の

大
正

十
四

年
に

は

内
地
五

千
九
百
八

十
三

萬
ご

な
り

七
割
二

分
の

増

加
を
示
し

て

居
る
。

然
る

に

　
’

水
田
の

面
積
は

明

治
十
一

年
を
一

〇
〇
ご

す
る
ご

大
正
十
四

年
は
一

二

六
で

あ
つ

て

僅
か

二

割
亠

ハ

分
の

増
加
に

過

ぎ

な
い
。

更
に

米
の

生
産
傘
を

見

　
　
る

ε

明
治

十
一

年
の
一

〇
〇
に

樹
し

大
正
十
四

年
に

は
二

〇

八
ご

な
b
二

倍
餘
の

壌

加
を
見
て

居
る
。

然
る

に
一

人

當
り
の

消
費

量
は

明

治
十
一

年

　
　
に

は
入
斗
で

あ
つ

把
が

大
正

十
四
年
に

は
一

石
一

斗
三

升
に

増

加
し
た

。

人
口

が

毎

年
増
加
し
て

酒
の

醸
造
も

増

加
し
、

文
化
が

進
ん

で

國
民

生

活

　
　
向
上
に

よ

り

漸
時

麥
食
よ
り

米
食
へ

こ

向
ふ

風

潮
の

あ
る

の

ご

耕
地
の

狹
盗
ご

相
俟
っ

て

盆
々

米
の

不

足
を

來
し
把
も
の

で

あ
る
。

そ

れ
で
A

・

後
は

　
　
盆
々

食
糧

問
題
が

喧
し

く

論

議
さ

れ
る

事
ε

思
ふ
。

一

部
に

は

食
糧
品
は

國
際

的
商
品

で

あ

る

か

ら
金
さ
へ

あ

れ
ば

外
國
か

ら
買
入
る

る

事
が

出
來

　
　
る
ε

考
へ

る

人
も

あ
る

が

實
際
さ

う

は

行
か

の
。

現
在
の

如
く
世
界
各

國
が

李

和
で

あ
れ
ば
よ
い

が
，

一

朝
事
あ
る

時
は

ご

う

す
る

か
、

歐
洲
大

戰

　
　
の

時
ド

イ

ッ

が

敗
れ

陀

の

も

要
す
る

に

食
糧
不
足
か

ら
で

あ・
る
。

ジ

ヤ

ガ

イ

モ

で

戰
っ

て

居
つ

だ

が

其
の

ジ

ヤ

ガ

イ
モ

も
ド

イ

ツ

を

最
後

迄

救
ふ

事

　
　
が

出
來

な
か

つ

た
の

で

あ

る
。

か

や

う
に

差
し

逍
つ

た

我
國
の

食
糧
問
題
似

解
决
の
一

助
こ

も
な
ら
う
ε

種
々

苦
心

し
て

出
來
た

の

が

我

理
研

清
酒

　
　
で

所
謂

米
を
使
用
し

な
い

合
成

酒
で

あ

る
。

　
　
　
我
國
の

清
酒
が

全
部
理

研

の

合
成

酒
に

代
つ

た
ご

す
れ
ば

四

五

百
萬

石
の

米
が

助
か

り

四
五

百
人
の

食
綿

が

助
か

る

わ
け
で

あ

る
。

然
し

酒
は

嗜

　
　
好
品
で

あ
つ

て

別

け

て

も

な
か

く
や
か

ま
し
い

も

の

で

あ
ち

か

ら
、

最
初
か

ら

無
條
件
で

う

け
い

れ

ら
れ
る

ご

は

思

は

れ
な
い

・

然
し

入
の

嗜
好

　
　
は

種
々

の

動
機
に

よ
つ

て

漸
次
變

化
す

る

も
の

で

あ

る
。

苦
い

ぜ

い

っ

て

あ

れ

程
に

き
ら
は

れ
た

麥
酒
が

廣
く

愛
飮
さ

れ
・

今
日
で

は

苦
い

味
が

し

　
　
な
い

ご

本

當
の

麥
酒
で

な
い

か

の

や
う

考
へ

る

に

至
っ

把

の

で

あ
る
。

勿
論
理

研
酒
に

し
て

も

宣
傳
に

可
な
り

の

犧
牲
を

拂
は
ね
ば

な
ら
ぬ

が
・

世

　
　
人
が

嗜
好
を

轄
じ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ

時

期
が

必
す
早

晩
來
る

も
の

ご

思
は
れ
る
。

そ
れ

は
食

糧
問
題
の

切
迫
に

よ

る

も
の

で

あ

る

事
は

敢
て

説
明
す

　
　
る

迄
も
な
い

。
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理
研
酒
も

最
初
か

ら
理
想

的
の

も
の

を
造
る

ご

い

ふ

は

至

難

な
事
で

あ
る

が

研
究
に

研
究
を

加
へ

、

改

善
に

改

善
を
積
ん

で

行
け

ば
長
初
の

目
的

−
即

ち
釀
造

酒
に

代
る

べ

き

も
の

を

造
る

事
が

出
來
る

こ

い

ふ

自
信

を

も
つ

て

居
る
。

　
叉

營
業
品
ご

し
て

こ

の

理

研
酒
を

取

扱
ふ

上
に

も

種
々

の

問
題
も

あ

ゐ

や
う
だ
が

、

要
す
る

に

食
糧

問
題
か

ら
出
發
し
て

居

る

理
研
酒
は
思
す

爲

政
者
の

考
慮
を
煩
は

し
何

等
か

の

税
法
上
の

改
正

も

出
來
る

も
の

こ

思

は

れ
る
。

又
營

業
上

か

ら
も
そ
の

價
値
が

追
々

認
め

ら

れ
る

事
を
確

信
し
て

居
る
。

從
來
の

造
酒

家
も
能
く

時
勢
の

推
移
を

達
觀

し
、

將
來

最
も

可
能
性
の

多
い

理

研

酒
を

擁
護
し
、

之
を
利

用
す
る

寅
の

雅
量
を

持
陀

れ
π

き

も
の

ピ

思
ふ

。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

二
、

研

究

の

經

過

　
先
づ

將
來
の

酒
の

製

造
法
を
簡
單
に

い

ふ

ご

米
を

蒸
し
て

之
に

麹
菌
を

繁
殖
せ

し

め
、

麹
を

作
b
之
か

ら
先
づ

翫
を
遘
る

の

で

あ
る
。

即

ち
麹
ご

蒸
米
ご

を

混
じ
て

適
量
の

水
を

加
へ

て

數
日

間

攪
拌
し
つ

・

放
置

す
る

時
は

、

麹
菌
が

米
の

澱
粉
を

糖
化
し
、

同
時
に

麹
中
に

生
息
せ
る

酵
母
が

次

第
に

増
殖
し

て

糖
分
を
ア

ル

コ

ー
ル

に

變
す
る

故
に

翫
の

中
に

既
に

ア

ル

コ

ー
ル

十
二

％

位
を
生

産
す
る
。

然
し

翫
を
作
る

は

圭
ε

し
て

酵
母
を

増

殖
せ

し
む
る

目
的
で

あ
つ

て

遯
常

翫
の
一

立
方
セ

ン

チ

中
に

は
三
億

内
外
の

酵
母
が

生
息

し
て

居
る
。

　
次

に

本
仕

込
に

於
て

は

麹
ピ

蒸
米
ε

に

適
量
の

水
を

加
へ

、

之
に

翫
を

加
へ

て

攪
搾
し
っ

》

二

十
度

内
外
の

温

度
で

放
置

す
る

の

で

あ

る
。

然
る

時

は
澱
粉
が

順
次

糖
化
せ

ら
れ
更
に

ア

ル

ユ

ー
ル

ご

な

る
。

之
に

爾
麹
を
添

加
し

最
後
の

蒸
米
を
加
へ

て

約
三

週
間
の

後
ア

〃

コ

ー
ル

が

約
十
八

％

に

逹
し
て

醗
酵
を
絡
る
。

斯
く
し
て

後
之
を
搾
り

糟
を

分
け
て

濾
液
を
六
十

度
位
に

温
め

て

殺
菌
し
、

桶
に

貯
へ

て

三

四

ヶ

月

を

經
過
す
る

ビ

固
有

の

香
味
が

出
て

清
酒
が

熟
す
る

の

で

あ
る
。 ．

　
一

寸
手
っ

取
b
早
く
説
明
し

て

も

之
れ

だ

け
か
丶

る

の
で

あ

る
、

が

要
す
る

に

酒
の

原
料
は
白

米
で

あ

る
。

し
か

も
其
米
の

成
分
は

比
較

的
簡
單

で
．

殊
に

酒
造
米
は

充

分
に

精
白
し
、

水
洗
し

て

糠
の

部

分
を
全

部

除
去
す
る

が

故
に

殆
ざ

澱
粉
ご

蛋
臼

質
の

み
で

あ
る
。

乾
燥

米
百
分
中
澱

粉
約

九
〇
、

蛋
白
七
、

其

徐
が

脂
肋
、

繊
維
、

茨
分

等
で

あ
る

澱
粉
は

他
の

穀

物
の

そ

れ
ε

略
同

樣
の

從
質
で

あ

る

が
、

只

蛋
臼
は

穀
物
の

種
類
に

よ
つ

て
、

甚
だ
し
く

其
性

質
を

異
に

す
る
。

故
に

甘

藷、

馬
鈴

薯
、

小

麥
、

玉
蜀

黍
等
の

蛋
白
を

白
米
の

代

り

に

用
ふ

る

事
は

出

來
な
い

。

試
に

澱
粉
の

み

を
麹
ご

酵
母
に

ょ
つ

て

醗
酵
せ

し
め

て

も
、

極
め

て

無
味
な
醸

酵
液
こ

な
る

の

み

で
、

蛋
白
を

加
へ

て

醗
酵
せ

し
む
る

事
が

清
酒
特
有
の

香
味
を

造
ら
し
む
る

に

絶
對
に

必
要
で

あ

る
。

故
に

蛋
白
の

性
質
を
精
査
す
る

事
が

清
酒
の

研
究
上
の

第
一

の

急
務
で

あ
る
。

　

蛋
白
を

酸
、

ア

ル

カ

リ

或
は

酵
素
で

加
水

分
解
を
行
ふ

ご
、

約
二

十
種
の
『

ア

ミ

ノ

酸
』

に

な
る

の

で

あ

る
。

こ

の
「

ア

ミ

ノ

酸
』

の

種
類、

分
量
及

び

排
列
の

如
何
に

ょ
つ

て

蛋
白
の

性

質
が

異
る

の

で

あ

る
。

米
、

麥、

玉
蜀

黍
、

馬
鈴
薯
等
の

蛋
白
は

皆
此
の

點
に

於
て

相

逹
し

て

居
る

。

故
に

米

以
外
の

蛋
白
を

用
ふ

る

も

清
酒
に

な
ら

な
い

の

で

あ
る
。

偖
醗
酵
中
に

米
の

蛋
白
は

麹
菌
及

び

酵
母
に

よ
つ

て
．

漸
次
其
組
成

分
な
る

『

ア

・
、

ノ

酸
』

　
　

　
　
　

　
理

研
酒
に

就
て

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

二

九
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理

騨

酒
に

孰
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

〇

に

分

解
せ

ら

れ
『

ア

ミ

ノ

酸
』

が

更
に

分
解

變
化
し

特
有
の

香
味
を

發
生
す
る

の

で

あ
る

か

ら
、

最
初

當
研
究

所
に

於
て

米
蛋
自
を

其
儘
用
ゐ

る

代
り

に

各

種
の
「

ア

ミ

ノ

酸
』

を

用
ゐ

て

之
を
澱
粉
置

共
に

醸
酵
せ

し
め

て

其
香
氣

眛
等
を
檢
査
し
た
の

で

あ
る
。

其
結
果
『

ア
・・、

ノ

酸
』

中
の

只
二

三

種
の

み

が

特
に

清
酒
の

香
昧
發
生
に

關
係
を

有
し

他
の
『

ア

ミ

ノ

酸
』

は

或
は

無
關

係
な

も

の

も

あ

b
或
は

却
つ

て

不

快
の

臭
氣
或
は

味
を
生
す
る

も
の

も

あ

る

こ

ε

を

確
か

め

得
た
。

其

内
最
も
必

要
な

も
の

は
『

ア

ラ

ニ

ン

』

で

あ

っ

て

之

は
米
蛋
白
中
に

四

乃
至
五

％
位
含
ま
れ
て

居
る
。

之
が

醸

酵
中
徐

々

に

蛋
白

分
子
か

ら
分

離
し
て

、

酵
母
に

動
か

れ

て

特
有
の

香
味
を
生
す
る

の

で

あ
る
。

叉
『

ア

ラ

ニ

ン

』

以

外
の
『

ロ

イ
シ

ン

』

『

チ

ロ

シ

ソ

』
、

『

ヴ
ァ

リ

ソ

』

『

フ

エ

昌

ー
ル

ァ

ラ
ニ

ン

』

等
を
混

入
し

て

醗
酵
せ

し

め

れ

ば

極
め

て

清
酒
に

類

似
し
陀

飮
料
が

出
來
る
。

上

述
の

理

論
に

基
づ

き

先
づ

澱
粉

に

數
種
の
「

ア

ミ

ノ

酸
』

を

加
へ

て

醸
酵
せ

し
む
る

方
法
を

大
規
模
に

實
鱠
す
る

事
こ

な
リ
ニ

三

年
間

に
二

三

千
石
を

造
つ

て

見
把
の

で

あ
る
。

其
を

専
門
象
に

吟
昧
せ

し
む

る

ε

昧
は

兎

も

角
香
氣
が

餘
り
よ

く

な
い

。

そ
れ
で

香

氣
を

改
良
す
る

事
に

腐
心
し
陀

が

な
か

く
思

ふ

や

う
に

は
行
か

な

い
。

兩
三
年
來

北
海
道
工
業
試
驗
塲
に

於
て

も
生

原
民
が

此
方
の

改

良
を

企
て

毎
年
六
七
百

石
宛
醸
造
し
て

最
近
に

は

餘
程
良
く

な
り

需
要
も

殖
に

把
や

う
で

あ
る

が

矢
張
り
完
全
ご

は

謂
は

れ
な
い

の

で

あ
る
。

爰
に

於
て

從
來
の

方

針
を
一

變
し
て

最

も
困
難
ご

す
る

配

合
方
法
に

よ

り
て

清

酒
ε

同
様
の

も
の

を
造
る

事
の

研
究
を
始
め

π

の

で

あ

る
。

東
理
學
士
、

鈴
木
（

正
）

理

學
士
、

そ
の

他
の

數
人
の

研

究
者
が

清

酒
の

香
味
の

成
分
を

精
細

に

分
析
す
る

事
及
び
原
料
の

製
造

等
を

夫
々

分

擔
し

て
一

歩
宛
研
究
を

雌
め

把
の

で

あ
る
゜

　

清
酒
の

戒
分
は
一

定
し
な
い

が

概
略
『

ア

ル

コ

ー
ル

ヒ

五
ー
一

七
％
「

エ

キ

ス

』

分
四
（

此

内
「

グ

ル

コ

ー
ス

』
『

デ
キ

ス

ト

リ
ン

」
『

グ

リ

セ

リ

ン

』
『

ア

ミ

ン

酸
』

類

有
機
酸
類
を
含
ん
で

居
る
）

で

其
他
揮
蠻
性
の

物
質
ざ

無
機

成
分

が

少
量
に

あ
る
。

之
を
配

合
し
陀

な
ら
ば

酒
が

出
來
る

か

ご

い

ふ

に

中

々

さ

う

簡
單
に

は

行
か

な

い
。

香

味
を

左
右

す
る

も
の

は

微
量
の

物
質
で

あ
る
。

就
中
香
氣
の

成
分
は
十

數
種

も
あ

る

が

何
れ
も

萬

芬
の
一

乃
至
十

萬
分
の
旧

で

あ
つ

て

其
等
の

調

和
が

必
要
で

あ
る
。

人
間
の

嗅
覺
は

頗
る

鋭

敏
な
も
の

で

例
へ

ば
『

フ

ル

フ

ロ

ー

ル

』

に

如
き

成
分

は

百
萬
分
の
M

で

も
悧
酒
家
は
之
を

嗅
ぎ
わ

け
る

事
が
田

來
る
。

斯
の

如
く

微
量
に

し
て

而
も

非
常
に

變
化
し
易
い

物
質
を
清
酒
中
よ

り

抽
出

す
る

事
は
豫
想
外
に

困

難
な
こ

ご

で
あ
る
。

故
に

或
る

成
分
の

如
き

は

醗
酵
の

理

論
上
存
在
せ

ざ
る

べ

か

ら

す
ご

の

推
定
の

下
に

之
を

加
へ

て

良

否
を

試
驗
し
た

も
の

で

あ

る
。

清
酒

中
に

徴
量
の
『

ア

セ

ト

ァ

ル

デ

イ

ド
』

が
あ
る
、

然
し
純
粹
の
『

ア

セ

ト

ア

ル

デ
ハ

イ

ド
」

を

清
酒
に

加
へ

て

も
决
し
て

芳

香
を
増
さ

な
い

却

つ

て

不
良
ε

な

る
。

そ
れ
で

清
酒
中
に

は
「

ア

ル

デ
ハ

イ

ド
」

が
一

種
特
別
の

状
態
を
な
し
て

存
在
す
る

も
の

で

之
を

蒸
餾
し
て

集
む

れ
ば
最
皐
元
の

液
中
に

あ

る

欺
態
ピ

は
異
つ

陀
も
の

に

な
る

樣
に

思
は

れ
る
。

叉
各

成
分
を

配

合
し
て

暫
く

貯
藏
す
れ
ば

全

然
香

氣
が

變
化
す
る
。

斯
か

る

變
化
は

現
在
の

化
學
に

て

は

説
明
が

出
來
な
い

事
が

多
い

。

『

ア

ル

コ

ー
ル
』

に

し
て

も
十

七
八
％
ご

い

ふ

も
の

が

分
析
の

時

に
『

メ

ー
タ

ー
』

に

現
れ

て

も
そ

の

全
部
が

純
粹

の
『

ア

ル

コ

ー

ル
』

の

形
態
で

清

酒
中
に

あ

る

も
の

ビ

も
考
へ

ら
れ

な
い
。

清
酒
か

ら

取
b
出
し
た

芳
香
だ
ご

思
ふ

成
分
も
合
成
酒
に

使
つ

て

時
期
を

饋
過
す
る

に

從
つ

て

豫
想
外
惡
い

結
果
を
興
へ

彪

事
も

有
る
。

要
は

そ
の

配

合
成

分
の

撰

擇
ど

そ
の

分
量
ε

そ
の

調
熟
方
法
の

如

何
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に

有
り
ご

考
へ

る

の

で

あ
る
。

此
研

究
が

遐
々

ご

し
て

進
ま
な
か
つ

陀

理

由
も
、

こ

れ

で
大

體
了
解
せ

ら
れ
る

事
ご

思
ふ
。

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

■
昌、

理

観
酒
の

原
料

及
製
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

　
配

合
に

用
ふ

る

原
料
戒
分
中
の

主
な
る

も

の

は

現
珀

酸
、

フ

マ

ー
ル

酸
』

、

及
「

ア

ラ
ニ

ン

」

『

ロ

イ

シ

ン

』

『

チ

ロ

シ

ン

』
『

フ

エ

ニ

ー
μ

ア

ラ

吊

ン

』

等

の
『

ア

ミ

ノ

酸
啅

で

あ
る

が

之

等
の

原
料
が

大
量
に

、

廉

價
に

製

遒
し
得
ら
れ
な
け

れ
ば

假
令

試
驗

室
で

配

合
に

成
助
し
て

も
大
工

業
ご

は

な
ら

な
い

號
珀
酸
の

如
き

は

數
年
前
迄
は

琥
珀

を
乾
餾
し

て

作
つ

陀

も
の

で

非
常
に

高
價
で
あ

り

且
つ

大
量
に

は

得
ら
れ

な
か

つ

紀
。

そ

れ
で

種
々

其
製
法
を

研
究
し
た

の

で

あ
る

が
、

幸
に

藪
田

博
士
が
『

フ

ル

フ

ロ

ー

ル
』

の

分
解
に

よ
つ

て

容
易
に

之
を
製

す
る

事
に

成
功
し
だ
の

で

目

下
當
所
で

下
瀬

學
士

大

缶
學
士

が

搬
當
し

て

之
を

作

り
つ

」

あ

る
。

『

フ

ル

フ

ロ

ー
〃

』

は
籾

殻、

獄
、

玉
蜀
黍
の

芯
等

を
高
壓

を
加
へ

て

熟
す
れ
ば
出

來
る
。

『

ア
．、、

ノ

酸
』

に

就
て

も

六
所
學
士
が

其

精
製
法
を
擔
當
し
て

如

何
に

大
量
で

も
供

給
し

得
ら

れ
る

や

う

に

な
つ

紀
、

一

部
分

の

原

料
は

叉
『

カ

ー

バ

イ

ト
』

か

ら
『

ア

セ

チ

レ

ン

』

瓦

斯
を
造
b
そ
れ
か

ら
製
造
す
る
。

目

下
理

研
で

『

ア

セ

チ

レ

ン

』

よ

b
氷
醋

酸
を
も

製
造
し

て

居
る

が
『

ア

ル

コ

i
〃
』

も
出
來

る
・

『

ア

ミ

ノ

酸

あ
方
は

特
に

之

等
を
多

量
に

含

有
す
る

蛋
臼

箕
大

豆
、

小

麥
、

鉄
等
）

を
分

解
し

て

特
殊
の

方
法

雰
離
精
製

し
て

居
る
。

次
に

理

研
酒
の

製
造
に

は

多

量
の
『

・

ル

〒
ル

』

を

要
す
る

故
に

其
供

給
が

問
題

芸
る
。

吾
萬
石
の

清
酒
が

全

部
新
法
に

依
る

禧
定
し
て

約
百
萬

石

の
『

ア

ル

コ

ー
ル

』

を
要
す
る
Q

所
で

現
今
日

本
の
『

ア

ル

コ

ー

ル

』

の

産
額
は
臺

灣
の

糖
蜜
か

ら

造
る

も

の

が

圭
で

あ
つ

て

十
二

三
萬
石
内
外
で

あ
る

内
地

、

北
海

迸
で

馬
鈴

著
、

甘
蔗

其
他
よ
り

約
三

百
石
位
は

出
來
る

が

兎
も

角
非
常
に

不
足
で

あ

る
灼

臺
灣
の

糖
螢
の

方
は

今

後
左

程
の

餘

裕
が

な

い
。

最
高
十

七
入
萬
石
位
だ
ら

う
ε

思

は

れ
る
。

そ
れ
で

百
萬
石
の
『

ア

ル

コ

i
川

』

を
馬
鈴

薯
か

ら
造
る

ビ

す
れ
ば

、

幾
何
の

上
地
を
要

す
る

か

ピ

い

ふ

に
一

石
の
『

ア

ル

コ

ー
ル

』

を

造
る

に

約
一

反
歩
の

畑
を

要
す
る
。

（

五

百
貫
の

馬
鈴

薯
を

收
穫
す
る

も
の

ど

し
て
）

故
に

約
十
萬

町
歩
ε

な
る
。

甘

藷
で

も

略

同
榛
で

あ

る
・

叉

満
洲
の

高
梁
を

用
ゐ

る

な
ら
ば

看
の

高
梁
か

ら

約
三

斗
の
『

ア

ア

・

−

ど

誓
れ
る

故
に

百

萬
石
の

『

ア

ル

〒

乙
に
は
＝

舌
萬
石
を

高
梁
を

要
す
る

の

で

あ

る
。

徇
農

産

禦
ら
『

・

ル

〒
直
を
造
る

こ

ご

が

困

彗
塲

食
は
『

力

雲
イ

，
』

か

ら
の
「

。

ル

コ

ー
ル

』

を
利
用

す
べ

き
で

あ
る
。

理

研
に

於
て

研
究
し
わ
〜

結
果
に

ょ
る

ご
一

萬
キ

ロ

ワ

ッ

ト

の

電
力
を
一

年
閥
連
續
使
用
し
て

約
一

萬
千

噸
即

ち

亠

ハ

萬
石
の
『

ア

ル

コ

ー
ル

』

が

出
來
る
。

故
に

二

十
萬
キ

ロ

の

電
力
が

あ

れ

ば
約
百
萬
石
の
『

ア

ル

コ

ー
ル

』

を
造
る

に

は
充

分
で

あ

る
。

斯
く
の

如
く

し
て

理

研

酒
が

將
來
全
部

在
來
の

清
酒
に

代
っ

て

も

原
料
に

差

支
な
い

の

み

な
ら
す
、

大
量
に

生
産
す

れ
ば
益
々

廉
價
に

な
る

見
込
で

あ
る
。

次
に

添

加
す
べ

き

原
料
ε

し
て

は
『

づ
リ

ア

ン

酸
』

ワ
ザ

リ

ン

甦
『

プ

・

ピ

オ

ン

酸
」

醋
酸
『

ζ

晃
・

ル

〒
ル

』

「

ア
、・、
廻

ア

ル

〒
ル

』
、

『

ビ

沓
ン

酸
』

フ
・

−

ア

ル

デ
ハ

イ

ド

笈
び

此
等
の

酸
、

・

ζ

↓
に

よ
つ

て

畿
さ

れ
る

『

エ

ス

テ

ル

』

類

等
で

あ
る

が
、

そ
の

添

加
の

量
は

萬
分
の
一

乃

至
數
萬
分
の
一

こ

い

ふ

極

少
量
で

充
分
で

あ
る
。

當
理
研
内
の

設
備
で

充
分
間
に

合
ふ

自
信
を
持
つ

て

居
る
。

　

以
上

述
べ

把

原
料
を
適
當
に

配
合
し
て

水
に

溶
し

徇
一

層
精
製
し
て

充
分
く

せ
の

な
い

も

の

ざ

な
し
、

『

ア

ル

コ

ー
ル

』

を
次
に

添

加
し
熟
を

加
へ

　

　

　
　

　
　
理

研
酒

に

就
て

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　
一一
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理

研
酒
に

就
て

　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

三

二

る

ε

か
、

或
は

其
他
の

適
當
の

處

置
に

よ
り

成

熟
を
促
進
し
て

一

ケ

月
乃
至
ニ

ケ

月
も

貯

藏
す
れ

ば
殆
ざ

清

酒
ご

同

樣
の

も
の

が

得
ら
れ
る

の

で

あ

る

右
の

や
う

な

方
法
で

造
つ

陀

も
の

を

専

門
家
に

鑑
定
を

乞
ひ

そ

の

試
驗
に

合
格
し
た

も
の

を
一

般

市
塲
に

出
し
て

居
る
o

分

　

析
　

表

　
　
　
　
フ
ユ

書

セ

　
ル

四
．

理

研

酒

の

特

徴

　 ア 灰 グ 不 揮 總 糊 糖 工 酒 比 ○

　 ミ 　
y

揮

　 　 　 セ 　 發 　 　 　 キ 　 　 成

　 ノ 　 リ
發

油 酸 分 y 酸 酸 酸 精 分 ス 精 重 分

O
　
理

　
研

酒

O
．

九
八

六

〇

　
U

七
、

○
00

　

三
、

七
一

〇

　

一
、

二

入

五

　

〇
、

「
＝一
＝

　

O
」

一

七
五

　

〇
、

○
一
五

　

〇
，

一
六

〇

　

〇
、

六

六

〇

　

〇
、

O亠
二

　

〇
、

〇

八

五

　

痕
　
　

跡

O
　
　

清

　
　
酒

○
、

九
九
五

八

　一

七
、

四

五

〇

　

四
、

00

九

　

一
、

二

七
二

　

〇
、

老

○
○

　

01
】

七

七

　

〇
、

〇
三

〇

　

〇
．

一

四

七

　

〇
．

九
八
二

　

〇
、

〇
五
二

　

〇
騒

一

七
二

　

〇
、

〇
三

Q

在
來
の

清
酒
ミ

の

比
較

分

析
表
か

參
考
迄
に

掲
げ
る

　

第
一
、

米
を
用

ゐ

ぬ

事

　

第
二
、

防
腐
剤
を

使
は
蹌

事

　

從
來
の

酒
は

醗
酵
中
に

酸
敗

し
セ
b
貯
藏
中
に

腐
敗
す
る

こ

ご

が

あ

る
の

で

貯

藏
中
の

腐
敗
は
『

サ

リ
チ

ー
川

酸
』

を
添

加
し
て

漸
ぐ

其
安
全
を
期

す
る

の

で

あ
る

が
、

そ
れ

で

も
全

國
で

は

全

體
の

酒
の

約
二

劇
位
が

毎
年

腐
敗
を

免
れ
な
い
o

爲
に

釀
造
家
も

販
曹

者
も

意
外
の

損
害
を
蒙
る

事
が

あ

る
。

政
府
が

酒
を
専
賣
ご

な

し
得
な
い

の

も
｝

つ

は

此
の

點
で

あ
る
。

一

體
『

テ

リ

ヲ

ー
ル

酸
』

は

衛
生
的
に

有
害
で

あ

る

が

洒
が

腐
敗
し
易
い

物

償

で

あ
つ

て

政

府
が

其
酒
に

ょ
つ

て

多
大
の

牧
益
を
し

て

居
る

ε

い

ふ

立

塲
か

ら
己
む

を

得
す
特
に

其

使
用
を

許
し
て

居
る

の

で
あ

る
Q

夫
れ

で

『

ヴ

リ

チ

ー
ル

酸
』

を
使

用
せ

す
ぜ

も

決
し
て

腐
敗
し
な
い

こ

い

ふ

事
は

確
に

理

研
酒
の
一

大

特
徴
で

あ
る
。

理
研

酒
に

は

最
も
腐
敗
し
易
い

成
分
例
へ

ば
『

ペ

ブ

ト

ー
ソ

』

こ

か

或

種
『

ア

ミ

ノ

酸
」

例
へ

ば
「

シ

ス

チ

ン

』

の

如
き
硫

黄
を
含

む
も
の

及
び

香
味
に

關
係
の

な
い

も
の

は
成
る
べ

く
除
外
し
又
は

減
じ
て

居
る

の

で

腐
敗
を
起
す

細
菌
も

容

易
に

繁
殖
し

得
な
い

の

で

あ

る
。

現
に

海

軍
で

軍
艦
金
剛
及
日

向
が

此
の

春
熱
帶
地
方
を
航
海

す
る

際
艦

長
其
他
の

諸
氏
の

厚
意
で

試
驗
的
に

理

研
酒
を

積
み

込

ん

だ
の

で

あ
る

が

熟
帶
の

暑
さ

に

も
少
し
も

腐
敗
の

徴

候
を

認
め

な
か

つ

セ

の

で

あ
る
。

最
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近
練
習

艦
隊

淺
間
磐
手
の

二

艦

が

多
量
に

積
み

込
ん

で

目

下
航
海
中
で

あ
る
。

酒
に
『

サ

サ

チ

ー

レ

酸
』

の

有
無
を

檢
す

る

の

は
鹽
化

鐵州
液
な

數

滴
加
ふ

る

芒
「

サ

リ

チ

ー

ル

酸
」

な

含
為
す

る

も

の

は

赤
紫
色
に

燃缶
で

る

も

之
かム
面

ま

な
い

も

の
b
μ

呈

色
し

な
い
o

此
が
一
番
皿

閥

單

　
な

試
驗
怯

で
あ
る
o

　

第
三

．

宿
醉
せ

ざ
る

事

　

酒
の

害
こ

い

へ

ば

誰
も

「

ア

〃

コ

ー
ル
』

の

害
ε

い

ふ
。

然
し

純
粹
の
『

エ

チ

ー
ル

ア

川

コ

ー
ル

」

は

害
が

少
く

清
酒
中
に

極
小

量
に

含
ま
れ
る

『

フ

ユ

ー
ゼ

ル

油
』

が

有
害
な
作
用
を
す
る

の

で

そ
れ
が

宿
醉
の

原
因
ご

な
る
。

『

フ

ユ

ー
ぜ

ル

油
』

ご

は
『

ア

ミ

ー
川

ア

ル

コ

ー
ル

旨
プ

ロ

ピ

ー

ル

ァ

ル

コ

ー
ル

」

『

ケ

ト

ソ

類
嶋
ア

ル

デ
ハ

イ

ド

類
』

等
の

總
稱
で

極
め
て

漠
然
陀
る

も
の

で

あ
る

が
、

米
を

醸
酵
す
る

際
に

は

主
ε

し
て

蛋
臼
の

分
解
に

よ
っ

て

出
來
る

も
の

で

そ
の

量
を

加
減
す
る

こ

ご

は

殆
ご
不

可

能
で

あ
る
。

從
っ

て

ご
の

酒
も
大
低

萬
分
の

三

乃
至
五

位
は

含
ん
で

居
る

『

フ

ユ

ー
ぜ

ル

油
』

の

少
い

も
の

程
上

等
ε

い

は

れ
て

居
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

　

理
研
酒
は

そ
の

製
法
が

單
な
る

配

合
で

あ

る

か

ら
全

然
そ
れ

等
の

成

分
を

除
外
す
る

事
が

出
來
る
。

然
し

そ
の
『

フ

ユ

ー
ぜ

ル

油
」

中
の

あ
る

も
の

は
香
氣
其
他
に

影
響
す
る

の

で

差
支
な
い

程
度
に

極
少

量
を

痕
跡
ε

い

ふ

程
度
で

添
加
し
て

居
る
。

そ
の

程
度
で

は

宿

醉
せ

ざ
る

ご

ざ

受

け
合
で

あ

る
o

　

第
四

、

製

法
が

簡
單
で

春
夏

秋
冬
時

季
を
撰
ば
ざ
る

事

　
一

度
配

合
の

割
合
が

决

定
す
れ
ば

殆
ご

同
一

の

品

質
の

も
の

を
任
意
の

量
に

季
節
を

選
ば
す
短
時
目

に

造
る

事
も

出
來
る
。

配

合

後
一

ケ

月
も
す

れ
ば

市
塲
に

出
し

得
る

の

で

設

備
ご

資
金
の

點
に

於
て

叉
熟
錬
の

技
術

を

要
せ

ざ

る

點
に

於
て

舊

來
の

方
法
ε

比
較
に

な
ら
な
い
。

　

第
五

、

在
來
の

清
酒
ε

混
合
し
て

質
の

悪
い

清
酒
の

品

質
を
向
上
さ

せ

善
い

酒
の

品

質
を
妨
げ
ぬ

事

　

そ

れ

だ

け

在

來
酒
に

親
和
力
を

持
つ

て

居
る
。

普
逋
清
酒
は

出
來
上
つ

た

後
に

手
を
加
へ

る

こ

い

ふ

事
は
視
法
上
か

ら
も

許
さ

れ

て

ゐ

な
い

し
、

從
來
の

醸
造

家
も

何
等

手
を
加
へ

や

う
巴

し

な
か

っ

セ
の

で

品

質
の

惡
い

も
の

が

出
來
π

ら
仕

方
が

な
い

安
い

値
段
で

賣
り
、

い

属

も
の

が

出
來
陀

ら
そ
れ

を

高
値
で

處
分
し
て

埋
め

合
せ
て

行
く
ビ

い

ふ

工
業
的
見
地
か

ら

見
れ

ば

極
く

進
歩
し
な
い
一

種
の

藝
術
品

見
把

い

な
も
の

で

あ

る
。

昭
和

時
代
の

工

業
ご

し

て

見
れ
ば
出

來
上
っ

陀

も
の

を

加
工

し
て

よ

b
善
き

品

質
の

も
の

に

仕
上
げ
て

行
か

ね

ば

到
底
發

展
の

見
込
は

な
い

の

で
あ

る
。

そ

こ

で

酸
昧
の

足
b
な
い

清

酒
に

合
成
酒
原
料
の

號
珀
酸
『

フ

マ

℃
ル

酸
』

或
は
『

ア

ス

。
ハ

ラ

ギ

ン

酸
」

を
添

加
す
れ

ば

昧
が

改
善
せ

ら
れ
叉
あ

ま
味

、

う

ま
味

、

苦

昧
の

足
り

な
い

酒
に

合
成
溏
の

原
料
の

糖
分

、

う

ま

昧
、

苦
味
を

適
営

量
使
用
す
れ
ば

品
質
を

改
良
す
る

事
が

出
來
る
o

從
來
の

釀
造

家
に

か

う

し

陀
利

用
法
を

講
じ
て

貰
ひ

度
い

も
の

ご

思
ふ

此
れ

が

世
の

中
の

爲
で

あ
り

又

目
下
の

日

本
ε

し
て

は

是
非
や

ら
ね
ば

な
ら
ぬ

仕
事
だ
ピ

思
ふ

の

で

あ
る
。

　

　
　
　
　

　
理

研
酒
に

就
曳

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

三

三
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理

研
濟

に

就
て

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
三

四

　

理
研

酒
は

前
に

述
べ

だ

樣
な

種
々

の

特
徴
を

持
っ

て

居
る

か

ら
現
在
臺

濯
の

専
賣
局
に

毎
月

二

百
石
位
の

原
料
を
逾
っ

て

清
溏
を

遘
り

難
い

暑
い

地

方
で

季

氣
で

之

を
造
つ

て

居
る

、

い

か

に

遺
隔
の

土
地
で

も
「

ア

ル

コ

ー
ル

』

ご

水
さ
へ

あ
れ

ば

原
料
を
理

研
か

ら
遒
つ

て

簡
易
に

造
b
得
る

の

で

あ

る
o

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

ぴ

　

目
下
大
和

釀
造
曹
杜
で

製

造
し

た

も
の

は

東
京
市
内
に

は
新
進
こ

い

ふ

銘
で

叉

地

方
に

は
如

楓
ご

い

ふ

名
で

販
賣
し

て

ゐ
る
。

又

海
軍
や

陸
箪
の

方
面
に

は
國

家
的
の

見
地
か

ら
殊
更

御
助
力
を

願
つ

て

ゐ

る

次
第
で

あ
る
。

　

く
せ

の

な
い

う

ま
味
を
も
つ

た

頭
に

來

な
い

色
の

淡
麗
な
も
の

が

四

季
を

逋
じ
て

い

つ

も

出
來
る

こ

い

ふ

事
は

恐

ら

ぐ

從
來
の

醗
造

家
の

理

想
ε

し
て

ゐ

る

處
で

あ

ら

う
ざ

思

ふ
。

か

、

る

特
徴
を

も
つ

た

理
研
酒
が

灘
生
｝

本
に

芳
醇
ざ

い

ふ

點
で

多
少

劣
る

ご

も
敢
て

恥
つ

る

處
は

な
い

ご

思
ふ

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

五
、

酒

　
の

　
營

養

價

　

今
『

ア

〃

コ

ー
ル

」

の

害
ご

い

ふ

問
題
を

別
こ

し

て
一

合
の

酒
に

は

二

二

〇

1
二

三

〇
『

カ

ロ

リ

ー
」

の

熟
量
を
有

す
る
。

即
ち
體
内
で

燃

燒
し
て

そ

れ

だ

け
の

熱
を

生
す
る

の

で

あ
つ

て
一

合
の

牛
乳

よ
り

も
「

カ

・

リ

止
が

多
い
。

而
し
て

此
の

熱
は

叉

普
通
の

食

物
よ

り

生

書
熟
ご

同

じ
ー

筋
力

の

源
泉
こ

も
な
b
得
べ

き
も
の

で

あ

る
、

此
の

點
に

於
て

は

理

研

酒
も

普
通
清
酒
ご

何
等
異
る

處
は

な
い

。

近
頃
で

も
術
酒
は

米
の

精
で

あ
る
、

故

に

滋
養
に

な
る
、

合

成
酒
は
「

ア

ル

コ

ー
〃

』

を
元
ε

し
て

配

合
し

た

も
の

で

あ
る
か

ら

滋

養
が

な
い

ご

云

ふ

も

の

も
あ
る

が
・

そ

れ
は

全
然

迷

信
で

あ
る
。

寧
ろ

在

楽
酒
の

方
が
『

サ

リ

チ

ー
ル

酸
』

を
含
み
『

フ

ユ

ー
ぜ

ル

油
」

を

含
む
點
で

有
害
だ
こ

云
へ

よ

う
只

營

業
上
か

ら
注
意
す
べ

き

事
は

酒
が

偏
頗
な
る

營
養
品
こ

い

ふ

事
で

あ

る
。

即
ち
洒
に

は

蛋
白

ε

か

脂
肪
ざ

か
『

ヴ

ィ

タ

ミ

ン

』

等
を
含
ん

で

居
な
い
。

今
二

合
の

酒
を
呑
む
ε

す
れ
ば

約

四

百
『

カ

ロ

リ

ー
』

を
人

體
に

供

給
す
る
。

勞
働
す
る

入

は
一

B
に

約
三
千
『

カ

ロ

リ

ー
』

徒
食
者
は

二

千
『

カ

ロ

リ

ー
』

内
外

を
要
す
る

か

ら
四

百
『

カ

ロ

リ

ー
』

は

全
『

カ

ロ

リ

ー
』

の

約
五

分
の
一

乃
至

七
分
の
｝

に

相
當
す
る
。

故
に

飮

酒
家
は

そ
れ
だ
け

食
物
を

節
す
る

事
に

な

る
』

叉
飮

洒
し
て

も

多

食
す
る

も
の

は
夫
れ

だ

け

脂
肪
こ

な
つ

て

體
内
に

畜
積
し
肥
滿
す
る
。

何

れ
の

塲
合
に

於
て

も
必

要
な
る

螢
養
品
殊
に
『

ヴ
ィ

タ

ミ

ン

」

の

攝

取
量

が

偏
頗

に

な
b
或
は

不
足
し
易
い

諢
で

あ

る
。

元
來
日

本

人
の

食
物
に

は
『

ヴ

ィ

タ

ミ

ン

」

が

不
足
し
て

居
ゐ

。

そ
の

上
に

酒
に

ょ
つ

て

食
物
の
一

部

を
代

用
す
れ

ば

盆
々

そ

れ

が

不

足

す
る

筈
で

あ
る
。

飲

酒
家
の

多
く
が

か

す
の

子
、

う
に
、

こ

の

わ
陀
、

の

b
等
を
好
む
の

は
『

ヴ

ィ

タ

ミ

ン

』

を

補

ふ

必

要
か

ら

自
然
に

要
求
さ

れ

る

も

の

こ

考
へ

ら

れ
る
。

兎

に

角
此
の

點
に

注

意
し
把

な

れ

ば
飮

酒
か

ら

來
る

弊
害
も
一

部
分

免
れ
得 ．
る

事
ε

信
す

る
Q

然
し
人
間

が

全
然
酒

を
節
し

得
る

な
ら
ば

こ

れ
に

越
し
把

事
は
な
い

。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
六

、

理

研
清
酒
の

成
績

　
昨

大
正

十
五

年
＋
一

丹
二

日

日

本

橋
囁

酒
類

商
茶
話

會
が

南

茅
塲
町
花
松

亭
で

行
は

れ

だ

際
、

喇
酒
曾
が

約
二

百

人
の

喇
酒

家
に

ょ
っ

て

行
は

れ

π
。

約
三

時
闇

餘
に

亘
つ

弛

そ
の

品
評

會
の

結
果
か

次
の

や
う
に

理

研

酒
が

前

後
共
に
一

等
こ

い

ふ

聾
成

績
を
得
て

會
員
一

同
驚
異
の

目
を
見
張

つ

セ

の

で

あ
る
Q

　

　
　
　
蜊

　
酒
　
成

　
續

　

　
　
　

甲

　
　
之

　
　
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乙

　
　
之

　
　
部

　

　
　
　
　

　
松

　
　

　
　
ヨ

六
一
點

　

　
　
　

青

　
松

　
喜
　
一
　

　

四
　

　

　

　
　

　

　

松

　

　

　
　一
九
九

點
　

　

　
　
理

　
　
研

　

　
酒

　
　

喪
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Q
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〇
八

九

六

　
　

　

〇〇

　
　

　

　
，

OO
一
五

　
　

　

　
，

○
○
二

　
　
　
　
　
　
　

同

　
　

上

　
　

　

ナ

シ

　

ニロ

ミ

（

大
正

＋
四

年

八

月

四
日

陸

薯
罍
務
局
醫

事
課
の

試
驗
に

係
る
V

ペ

ス

カ

氏
法
二

目

〃

同

　

一
、

本
表
中
に

示

す
數
字
は

合
戒
洒

百
 

中
の

屍
量
な

り
。

　

二
、

以
上
の

成
績
に

ょ

れ
ば

本
合
成
酒
の

化
學
的
の

各

成
分
は

何
れ

も
｝

般
清

酒
の

示

す

限
界

内
に
あ

り
、

殊
に

市
販
清
酒
中
に

含
有
す
る

を

普

欝
雛
翼
斜

．

鑾
鯰

諺
総
丞
咢

蠶
賄

」

亦
遙
に

其
含
有

量
僅

少
に

し
て

痕
跡
こ

す
べ

き

程
度
の

も
の

な
−
。

其

　

　

　

　
　
　

　
理

研
酒
に

就
て
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